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去る2月11日（土）、12（日）に滋賀県大津プリンスホテルにて、「第5回近畿介護支援専

門員研究大会」が開催されました。大会参加者に配布された資料から、各都道府県別の参加申込

状況をみると、滋賀県：296名、京都府：193名、奈良県：75名、大阪府：208名、兵庫県

：240名、和歌山県：113名、近畿圏外：5名で合計1130名の大勢の方が参加されてり、

その関心の高さを実感しました。

大会1日目は、基調講演として厚生労働省　老健局振興課長の古都賢一氏（ふるいちけんいち）

より行政説明がありました。また、シンポジウムでも、コーディネーターを中心に5名のシン

ポジストを交えて活発な討議が行なわれました。

大会2日目は各分科会にわかれて行われましたが、第3分科会では和歌山県介護支援専門員

協会西牟婁田辺支部を代表して日下達美氏の方から研究発表を行ないました。
　　　具体的な内容は以下の通りです。
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１．基調講演『介護保険制度改正について』
●今後は「地域」がキーワードとなるため、今回の改正においてもその言葉が頻繁に使われている。介護支援専門員の関係でいうと今回の改正で、「主任ケアマネジャー制度」「研修の義務化」などを行なう。

●地域包括支援センターの業務については3職種がバラバラに行なうことを想定しておらず、3職種が共同で取組んでいくことが大切。先日公開した地域包括支援センター業務マニュアルの中にそのあたりの思いが込められている。

●介護予防支援の報酬が400単位となった理由は、比較的元気な人に対する業務であり訪問の回数が減ることが想定されることや、給付管理業務が無くなること、そしてサービスが月額報酬となるといったことから、業務の簡素化想定されるためである。

●特定事業所加算については常勤3人以上、中重度6割などかなりハードルの高い設定となっている。この加算（月500単位）は事業所全体にかかる加算ではなく、利用者一人当たりに対する加算の体系となっている。この報酬には、是非とも介護支援専門員には頑張って欲しいという思いが込められている。但し、その一方で減算を厳しくした。これは介護支援専門員への期待のあらわれであると思って欲しい。

２．シンポジウム『介護保険制度改正に伴う介護支援専門員の役割について考える』
●ケアマネ向けの研修会等へ積極的に参加し、自己研鑽に努めることが大切。そのためには、所属する事業所もそれを理解しケアマネが研修等へ積極的に参加し易い環境整備が必要。

●利用者の要望は「ディマンド」であって、「ニーズ」ではない。サービスを調整するだけの「サービスマネージャー」ではなく、利用者のニーズに対してケアをコーディネートする「ケアマネージャー」にならなければならない。
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●社会資源を作っていくのは行政の役割でもありますが、その行政を突き動かすのはケアマネ等の人々ですそうすることでケアマネ自分自身への支援にも繋がっていくのです。

●包括センターは予防をするだけのための機関ではなくて、我々（ケアマネ）をサポートする機関でもある。そこを市町村はしっかり理解して、有能で異動の無い職員を配置してもらわなければ困る。

●プロとしてのOJTを確保し、自己研鑽できる環境作りが大切。ソーシャルワークとケアマネジメントとは別のものだが、これは一緒に提供されなければならない。あまりソーシャルワークやケアマネジメント、ケースマネジメントを細分化して考えないで総合的に提供できる人材を作り上げていかなければならない。

３．分科会（第3分科会）
●第3分科会では当協会を代表して日下氏の方から「介護支援専門員の支部ネットワークを駆使して得た課題」というテーマで研究発表を行ないました。日下氏の発表に対してコメンテーターの堀井とよみ氏からは「今回の満足度調査について質問に答えてくれた人の意見のみにとらわれず、回答しなかった人が感じている意見に耳を傾けることも大切である。」とコメントを頂きました。
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編集後記


　


二〇〇六年四月から、改正された介護保険法が施行されます。介護保険制度が始まって初めての大きな改正で、数多くの新たなサービスや制度が始まります。その中でも注目され、期待されているのが、介護予防を含む地域包括支援センターの働きです。滋賀県大会において、講師の先生方からの発言からも伺えたように多大な期待を寄せています。地域包括支援センターの機能を活かすことが出来るのは、個々のケアマネジャーの働きにもあると感じます。行政主体になるのではなく、ケアマネジャーとしての絶対的な価値観・倫理観をもって


意見でき


る専門家


を目指し


ていきま


しょう。
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次回の支部研修は平成18年度の総会として以下の通り開催いたします。


会員の皆様方はできる限りご参加頂きますようよろしくお願いします。


日時：平成18年4月11日（火）13:30～


場所：田辺市民総合センター2F　大会議室


内容：①平成18年度総会


　　　②研修「介護サービス情報の公表について」


※講師は現在調整中ですが、県長寿社会推進課が作成したﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを使用する予定です。
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◆Ｗｅねっとをはじとする事務局からの連絡事項は、原則FAXにて行ないます。


その際、以前に送付確認させて頂いた宛先（事業所等）に送信いたしますので、その後は確実にそれぞれの会員のお手元に届くよう事業所内でご配慮お願いいたします。
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